










【要旨】今日深刻化する子育てをめぐる問題の中“育児グループは重要な役割を担ってい

る。本研究では、育児グループと他の住民組織とを比較しながら、活動対象と参力動機、

組織構成上の特質と課題を明らかにし、併せて、支援者を対象とする研修プログラムを策

定した。

　育児グループは自然発生的、インフォーマルな関係で運営されることが多いため、グル

ープの特質がそのまま継続、解体、再組織化などに影響を与えるが、行政や専門家の強い

介入は好ましくない。むしろ、求められた相談に対して的確に対応することや、子育てグ

ループ支援のための分野間協力が重要である。また、保健婦、栄養士などの支援者が果た

すべき役割は、社会資源の紹介・仲介のほか、グループ運営に必要な支援スキルの習得で

ある。従って、支援者を対象とした研修プログラムは、講義法の他、グループワーク法や

実習等を取り入れた研修内容の企画・実施が効果的であると考えられる。


